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資料編 

 

１１１１    アンケートアンケートアンケートアンケート調査結果調査結果調査結果調査結果    

【調査の目的】 

本調査は、高齢者が健康で生き生き暮らすことのできるまちの実現をめざして、「南丹市高

齢者福祉計画・第４期介護保険事業計画」の見直しをするにあたり、基礎資料として参考に

するため実施しました。 

 

【調査設計】 

●調査対象者：【一般高齢者】市内在住で 65 歳以上の要介護未認定者の方（無作為抽出） 

【要介護認定者】市内在住で要支援・要介護認定を受けている方（無作為抽出） 

●対 象 数：【一般高齢者】3,000 人 

       【要介護認定者】1,000 人 

●調 査 期 間：平成 23 年６月 20 日～７月４日まで 

●調 査 方 法：調査票による本人記入方式（本人が記入できない場合は家族等による） 

郵送配布・郵送回収による郵送調査法 

 

【回収結果】 

調査区分 

調査対象者数 

（配布数） 

有効回収数 有効回収率 

一般高齢者 3,000 2,028 67.6％ 

要介護認定者 1,000 577 57.7％ 

 

【調査結果の見方】 

●回答結果は、有効サンプル数に対して、それぞれの回答の占める割合を示しています。小数第

２位を四捨五入しているため、【単数回答】（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であ

っても合計値が 100.0％にならない場合があります。 

●【複数回答】（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、選択肢ごとの有

効回答数に対して、それぞれの回答の占める割合を示しています。そのため、合計が 100.0％

を超える場合があります。 

●図表中おいて、「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困

難なものです。 

●グラフ及び表のＮ数（number of case）、「サンプル数」は、有効標本数（集計対象者総数）を

表しています。 

●グラフ、表中において、一般高齢者を「一般」、要支援・要介護認定者を「認定者」としていま

す。 
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介護サービスの利用状況は全体で 68.5％が利用しており、要介護度別にみると、要介護３が 90.0％、

要介護４が 85.0％と８割を超えて多くなっています。 

68.5

58.4

65.9

68.9

74.7

90.0

85.0

76.9

40.0

38.6

26.8

6.7

12.5

19.2

53.3

3.3

2.5

3.8

6.7

25.8

24.3

20.9

5.7

3.0

7.3

6.8

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=577）

要支援１（Ｎ=101）

要支援２（Ｎ=123）

要介護１（Ｎ=74）

要介護２（Ｎ=91）

要介護３（Ｎ=60）

要介護４（Ｎ=40）

要介護５（Ｎ=26）

わからない（Ｎ=15）

在宅で介護サービスを利用している 利用していない 不明・無回答

18.8

24.3 12.3

15.5

35.4

44.2

15.1

13.4

13.0

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般（Ｎ=2,028）

認定者（Ｎ=577）

介護サービスが充実するなら、保険料が高いのはやむを得ない

介護サービスの充実より保険料が安い方がよい

平均的なサービスで平均的な保険料がよい

わからない

不明・無回答

一般高齢者、要支援・要介護認定者ともに「平均的なサービスで平均的な保険料がよい」が多く、特に

一般高齢者は要支援・要介護認定者よりも多くなっています。 

 

【調査結果】 

（１）介護保険サービス・介護保険制度について 

■介護保険料の負担と介護サービスについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■介護サービスの利用状況（要支援・要介護者のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 91

＜現在の利用状況（Ｎ=395）＞

26.3

6.6

9.9

7.8

6.3

57.7

19.7

22.0

39.7

21.3

28.4

5.8

3.0

3.3

32.2

44.6

41.8

44.1

43.5

18.5

36.7

33.7

23.3

33.7

30.4

43.0

45.3

46.6

48.1

50.1

23.8

43.5

44.3

37.0

45.1

41.3

51.1

51.6

50.1

41.5

48.9

48.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１　訪問介護（ホームヘルプ

サービス）

２　訪問入浴介護

３　訪問看護

４　訪問リハビリテーション

５　居宅療養管理指導

６　通所介護（デイサービス）

７　通所リハビリテーション

（デイケア）

８　ショートステイ（短期入所生活

介護・短期入所療養介護）

９　福祉用具貸与

10　特定福祉用具購入

11　住宅改修

12　認知症対応型通所介護

13　小規模多機能型居宅介護

14　認知症対応型共同生活介護

（グループホーム）

利用している

利用していない

不明・無回答

＜利用意向（Ｎ=395）＞

14.7

9.4

8.4

7.6

11.6

16.2

24.6

15.7

20.0

7.1

7.8

5.1

14.4

13.7

6.6

11.6

9.6

4.8

10.4

8.1

15.2

14.2

17.5

69.9

70.1

70.9

71.4

73.2

55.9

71.6

69.4

67.6

70.6

69.1

72.7

71.1

69.9

32.4

7.6

7.6

6.8

5.1

2.8

3.3

3.0

4.8

5.1

5.1

5.6

5.8

6.8

10.9

6.3

12.9

11.4

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない

わからない 不明・無回答

介護サービスの利用状況では「通所介護（デイサービス）」が多くなっています。次いで「福祉用具貸与」

「住宅改修」「訪問介護（ホームヘルプサービス）」と続いています。今後の利用意向では利用状況と同様

に「通所介護（デイサービス）」「福祉用具貸与」「住宅改修」などが多くなっています。 

 

■各介護サービスの利用状況と今後の利用意向（要支援・要介護者のみ） 
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一般高齢者、要支援・要介護認定者ともに「知らない」が多く、認知度は低いことがうかがえます。要支

支援・要介護認定者は「相談などで利用したことがある」についても２割を超えています。 

4.0

24.8 6.9

12.9

5.4

8.6

14.9

25.4

31.5

42.9

16.5

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般（Ｎ=2,028）

認定者（Ｎ=577）

相談などで利用したことがある どのような時に利用できるのか知っている

場所は知っている 名前は聞いたことがある

知らない 不明・無回答

全体では 80.2％が「いる」となっていますが、ひとり暮らし世帯では「いる」が 55.0％と半数程度にとどまって

います。 

80.2

55.0

79.4

90.7

95.3

92.1

32.5

11.3

2.6

0.9

4.3

12.0

5.3

3.8

5.0

9.2

12.5

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=577）

ひとり暮らし世帯（Ｎ=120）

あなたと配偶者のみの２人世帯（Ｎ=141）

２世代同居世帯（Ｎ=140）

３世代同居世帯（Ｎ=106）

その他の世帯（Ｎ=38）

いる いない 不明・無回答

 

■「地域包括支援センター」の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）介護者について 

■将来介護をしてくれる人はいるか（要支援・要介護者のみ） 
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128 272272272272 - 4 6 6 2 7 38

27.6 58.758.758.758.7 - 0.9 1.3 1.3 0.4 1.5 8.2

- 53535353 - - - 3 - 2 8

- 80.380.380.380.3 - - - 4.5 - 3.0 12.1

74747474 22 - - 1 1 1 - 13

66.166.166.166.1 19.6 - - 0.9 0.9 0.9 - 11.6

26 91919191 - 1 1 1 1 - 6

20.5 71.771.771.771.7 - 0.8 0.8 0.8 0.8 - 4.7

22 74747474 - - 2 - - - 3

21.8 73.373.373.373.3 - - 2.0 - - - 3.0

3 19191919 - 2 2 - - 5 4

8.6 54.354.354.354.3 - 5.7 5.7 - - 14.3 11.4

不明・無

回答

２世代同居世帯

（Ｎ=127）

３世代同居世帯

（Ｎ=101）

その他の世帯（Ｎ=35）

その他

上段:件数

下段:％

全体（Ｎ=463）

ひとり暮らし世帯

（Ｎ=66）

あなたと配偶者のみの

２人世帯（Ｎ=112）

配偶者

（夫また

は妻）

子ども

（子ども

の配偶

者含む）

親

兄弟・姉

妹

孫（孫の

配偶者

含む）

その他の

親族

親族以

外（訪問

介護員

等）

全体では「子ども（子どもの配偶者含む）」が 58.7％で多くなっています。ひとり暮らし世帯、２世代同居世

帯、３世代同居世帯、その他の世帯についても「子ども（子どもの配偶者含む）」が多くなっていますが、あ

なたと配偶者のみの２人世帯については「配偶者（夫または妻）」が 66.1％で多くなっています。 

2.4

2.9

2.3

7.2

32.4

22.3

37.1

8.9

12.9

7.2

20.1

31.7

14.0

0.9

1.4

0.34.6

5.4

30.6

17.3

26.1

3.9

4.3

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=463）

男性（Ｎ=139）

女性（Ｎ=307）

40歳未満 40歳代 50歳代 60歳代

70～74歳 75歳以上 わからない 不明・無回答

全体では「60 歳代」が 32.4％で多くなっており、次いで「50 歳代」「75 歳以上」が２割を超えています。女

性についても「60 歳代」が多くなっていますが、男性では「75 歳以上」が 31.7％で多くなっています。 

 

■主に介護してくれる人の続柄（要支援・要介護者のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■主に介護してくれる人の年齢（要支援・要介護者のみ） 
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全体（Ｎ=2,028）

8.3

13.0

17.8

2.8

0.8

0.3

0.8

0.7

47.2

8.3

0 10 20 30 40 50 60 70

徒歩

自転車

自分の運転する車・バイク

家族などの運転する車

電車や市営バスなどの一般の公共交通機関

タクシー

福祉タクシー

福祉車両による送迎

その他

不明・無回答

単位：％

 

（３）生活全般について 

■外出の際の主な交通手段（一般高齢者のみ） 
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10.2

16.7

16.3

2.4

0.4

0.9

0.0

0.5

8.8

16.1

1.8

2.2

0.0

0.4

0.6

10.0

6.5

8.7

23.4

3.1

0.6

0.0

2.8

1.4

6.2

3.4

54.9

20.4

4.3

0.0

0.0

0.9

0.3

9.6

7.4

45.0

13.9

46.2

5.6

47.9

0 10 20 30 40 50 60 70

徒歩

自転車

自分の運転する車・バイク

家族などの運転する車

電車や市営バスなどの一般の公共交通機関

タクシー

福祉タクシー

福祉車両による送迎

その他

不明・無回答

園部（Ｎ=742） 八木（Ｎ=509） 日吉（Ｎ=355） 美山（Ｎ=324）

単位：％

「自分の運転する車・バイク」が最も多く、「家族などの運転する車」「自転車」と続いています。圏域別に

みると、すべての圏域で「自分の運転する車・バイク」が高くなっており、特に美山圏域では 54.9％と半数

以上を占めており、『主に車』（「自分の運転する車・バイク」と「家族などの運転する車」の合計）では日

吉、美山圏域で７割を超えています。 
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36.5

31.4

39.7

36.9

45.4

42.7

37.1

40.8

38.0

14.6

8.6

40.2

13.9

17.1

14.6

1.4

1.5

1.8

1.1

0.6

0.8

1.1

0.4

1.4

0.6

6.8

5.1

7.1

6.2

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（Ｎ=2,028）

園部（Ｎ=742）

八木（Ｎ=509）

日吉（Ｎ=355）

美山（Ｎ=324）

お互いに訪問しあう人がいる 立ち話をする程度の人がいる

あいさつをする程度の人がいる つきあいはない

その他 不明・無回答

「立ち話をする程度の人がいる」が最も多く、次いで「お互いに訪問しあう人がいる」が多くなっており、近所

とのつきあいのある人が多いことがうかがえます。圏域別にみると美山圏域では「お互いに訪問しあう人が

いる」が他の圏域よりも多くなっています。 

全体（Ｎ=2,028）

40.3

15.4

18.6

5.9

3.1

33.0

12.9

11.0

27.1

21.6

31.7

3.1

2.6

3.5

3.9

4.7

2.5

12.0

0 10 20 30 40 50 60

仕事

近所づきあい

老人クラブなどの活動

散歩やスポーツなど身体を動かすこと

社会奉仕（ボランティア）活動

自治会などの活動

友人・知人との交流

家族との団らん

孫の相手

家族の介護

趣味・娯楽

外出・旅行

テレビ・ラジオ

インターネット・メール

学習・研究活動

その他

楽しいことは何もない

不明・無回答

単位：％

生きがいを感じることについては、「仕事」が 40.3％と最も多く、次いで「友人・知人との交流」が 33.0％、

「テレビ・ラジオ」が 31.7％、「趣味、娯楽」が 27.1％と続いています。 

 

■近所の人とのつきあいの程度（一般高齢者のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■生きがいを感じることについて（一般高齢者のみ） 
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22.8

33.6

17.7

17.5

28.7

25.8

0.9

20.0

18.0

20.3

31.2

14.0

15.3

20.5

22.2

4.0

24.3

16.5

49.236.4

0 10 20 30 40 50

認知症に対する正しい知識や理解を広めること

認知症の相談窓口を充実させること

認知症のケア（支援）の質を向上させること

認知症の人をお世話している家族を支援すること

認知症の診療を行っている医療機関を

周知すること

認知症対応の入所施設を周知すること

住民が助けあい認知症高齢者を支えることの

できる地域づくり

認知症の人をヘルパーなどが見守る

介護サービスを利用できること

その他

不明・無回答

一般（Ｎ=2,028） 認定者（Ｎ=577）

単位：％

「認知症に対する正しい知識や理解を広めること」や「認知症の人をお世話している家族を支援すること」

などが求められています。 

 

（４）今後の高齢者施策に関することについて 

■認知症の人が安心して暮らせるまちにするために必要な取組み 
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一般（Ｎ=2,028）

1.4

2.4

1.0

0.5

2.7

2.1

2.5

1.3

1.3

1.3

0.8

59.9

57.0

53.9

37.4

39.6

33.8

34.4

36.5

20.9

35.3

45.9

32.8

37.1

32.8

38.3

37.0

50.8

35.9

25.9

38.8

19.9

23.3

24.3

25.0

24.9

25.9

25.4

25.1

27.9

27.5

26.9

27.6

0.4

20.8

17.3

18.7

37.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１　「食」の自立支援事業

（配食サービス）

２　外出支援サービス

３　軽度生活援助サービス

４　訪問理美容サービス

５　生きがい活動支援通所事業

６　家族介護者教室

７　家族介護者交流事業

８　緊急通報装置設置

９　日常生活用具給付事業

10　家族介護用品支給事業

11　心配ごと相談事業

12　除雪対策事業

現在利用している（以前に利用したことがある）

利用したことはないが知っている

知らない

不明・無回答

29.2

35.9

27.1

30.7

25.6

19.5

18.9

35.8

25.8

33.0

27.1

29.8

6.3

6.7

37.0

40.1

46.5

35.0

41.5

36.5

40.6

38.9

21.6

24.5

26.1

26.0

27.5

28.6

28.5

25.7

27.7

27.4

27.3

27.3

4.0

5.0

3.1

5.0

3.5

5.5

5.4

7.9

5.1

6.5

38.9

34.5

42.7

47.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない

わからない 不明・無回答

認定者（Ｎ=577）

14.0

18.7

34.5

30.8

25.3

21.1

14.0

29.8

20.6

30.0

40.0

23.2

37.8

37.6

41.6

43.3

44.2

43.7

42.1

5.5

4.0

4.9

3.3

1.7

29.1

12.8

13.7

32.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１　「食」の自立支援事業

（配食サービス）

２　外出支援サービス

３　訪問理美容サービス

４　緊急通報装置設置

５　日常生活用具給付事業

６　心配ごと相談事業

７　除雪対策事業

現在利用している（以前に利用したことがある）

利用したことはないが知っている

知らない

不明・無回答

21.0

29.3

25.3

22.2

14.9

15.9

20.6

25.1

28.8

28.6

44.7

44.7

46.6

48.2

49.6

48.5

48.0

6.8

4.5

5.7

6.9

6.6

4.9

7.3

21.5

21.1

27.0

25.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない

わからない 不明・無回答

 

■介護サービス以外の福祉サービスの利用状況と今後の利用意向 
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26.3

8.7

13.1

7.0

8.0

2.4

6.0

26.8

9.8

15.4

32.4

28.4

5.0

12.7

7.5

2.4

2.1

4.5

33.1

13.3

17.7

40.1

0 10 20 30 40 50

何でも相談できる窓口をつくる

など相談体制の

充実

サービス利用の手続きの

簡素化

健康づくり活動の充実

行政からの福祉に関する

情報提供の充実

保健や福祉の専門的な

人材の育成と資質の向上

参加しやすいスポーツ・

サークル・文化活動の充実

いろいろなボランティア活動の

育成

シルバー人材センター等

就労への支援

在宅での生活や介助がしやす

いよう、保健・医療・福祉サー

ビスの連携と充実

リハビリ・生活介護などが

受けられる通所施設の整備

特別養護老人ホームなどの入

所施設の整備

一般（Ｎ=2,028） 認定者（Ｎ=577）

単位：％

11.4

15.6

8.1

9.2

8.8

0.8

4.3

1.1

1.2

15.8

2.3

10.2

8.3

6.2

12.0

7.6

1.0

2.1

2.1

2.1

17.7

2.6

0 10 20 30 40 50

地域でともに学べる

学習・教育内容の充実

地域内での独居高齢者等へ

の見守り

年代にかかわらず、住民同士

がふれあう機会や場の充実

利用しやすい道路・交通機

関・建物などの整備・改善

高齢者に配慮した生活の場の

確保

災害のときの避難誘導体制の

整備

福祉教育や広報活動の充実

本人や家族への意識啓発

新しい市の福祉サービスの

創設

その他

不明・無回答

単位：％

「何でも相談できる窓口をつくるなど相談窓口の充実」や「在宅での生活や介護がしやすいよう、保健・

医療・福祉サービスの連携と充実」「サービス利用の手続きの簡素化」などが求められています。 

一般高齢者では、各サービスについて「現在利用している（以前に利用したことがある）」の割合が１割以

下と福祉サービスを利用している人が少ないことがうかがえます。一方、今後の利用意向をみると、「外出

支援サービス」「緊急通報装置設置」「家族介護用品支給事業」「訪問理美容サービス」について「利用

したい」が３割を超えています。 

要支援・要介護認定者では、利用状況「現在利用している（以前に利用したことがある）」の割合が「外

出支援サービス」で最も多く、「「食」の自立支援事業（配食サービス）」と続いています。今後の利用意向

についても「利用したい」の割合が「「食」の自立支援事業（配食サービス）」で 21.0％となっているほか、

「外出支援サービス」が 29.3％、「訪問理美容サービス」が 25.3％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高齢者が健やかに過ごすためにどのようなところに力を入れるとよいか 
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２２２２    南丹市高齢者福祉計画南丹市高齢者福祉計画南丹市高齢者福祉計画南丹市高齢者福祉計画・・・・介護保険事業計画策定委員会設置要綱介護保険事業計画策定委員会設置要綱介護保険事業計画策定委員会設置要綱介護保険事業計画策定委員会設置要綱    

平成18年1月1日 

告示第70号 

改正 平成19年 7月30日告示第180号 

平成21年 1月30日告示第 29号 

平成23年 3月31日告示第109号 

(設置) 

第1条 本市における、本格的な高齢社会の到来に伴う多くの課題に対処し、連携のとれた保健・

福祉サービスの提供体制の確立を図ること及び介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施に関

する計画を定めるため、南丹市高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定委員会(以下「策定委員

会」という。)を設置する。 

(所掌事項) 

第2条 策定委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 介護保険事業計画の進捗状況に関すること。 

(2) 介護保険事業の円滑な運営に関すること。 

(3) 南丹地域包括支援センター運営協議会に関すること。 

(4) 南丹市地域密着型サービス運営協議会に関すること。 

(5) その他介護保険事業に調整が必要な事項に関すること。 

(組織) 

第3条 策定委員会は、委員20人以内をもって組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 関係団体等 

(2) 学識経験者 

(3) 被保険者等 

(4) その他 

(委員長及び副委員長) 

第4条 策定委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の中から互選によってこれを定める。 

2 委員長は、策定委員会の会務を総理し、策定委員会を代表する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときはその職務を代理する。 

(委員の任期) 

第5条 委員の任期は3年とする。 
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2 欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(会議) 

第6条 策定委員会は、必要に応じて委員長が招集する。 

2 会議の議長は、委員長がこれに当たる。 

(庶務) 

第7条 策定委員会の庶務は、市民福祉部において処理する。 

(その他) 

第8条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、委員長が別に定める。 

附 則 

この告示は、平成18年1月1日から施行する。 

附 則(平成19年7月30日告示第180号) 

この要綱等は、平成19年8月1日から施行する。 

附 則(平成21年1月30日告示第29号) 

この告示は、平成21年2月1日から施行する。 

附 則(平成23年3月31日告示第109号) 

この告示は、平成23年4月1日から施行する。 
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３３３３    南丹市高齢者福祉計画南丹市高齢者福祉計画南丹市高齢者福祉計画南丹市高齢者福祉計画・・・・介護保険事業計画策定委員会委員名簿介護保険事業計画策定委員会委員名簿介護保険事業計画策定委員会委員名簿介護保険事業計画策定委員会委員名簿    

 

 氏   名 所     属     等 備 考 

1 仲村   学 南丹市議会  

2 谷    幸 南丹市議会  

3 田中   博 社会福祉法人 南丹市社会福祉協議会 副委員長 

4 小栗   宏 社会福祉法人 南丹市社会福祉協議会  

5 森   昭夫 公益財団法人 南丹市福祉シルバー人材センター  

6 加舎  孝啓 社会福祉法人 長生園  

7 五十棲 吉之 医療法人 清仁会 シミズふないの里   

8 内藤  経夫 社会福祉法人 日吉たには会  

9 大川  眞樹 社会福祉法人 北桑会 美山やすらぎホーム  

10 船越  重雄 南丹市民生児童委員協議会  

11 平井 喜代子 南丹市身体障害者福祉会  

12 長野   弘 南丹市老人クラブ連合会  

13 廣野  良定 船井医師会 委員長 

14 吉田  隆夫 南丹市介護認定審査会  

15 出野  比啓 学識経験者（家族介護者代表）  

16 長尾  敬行 京都府南丹保健所企画調整室  

17 山内  晴貴 南丹市市民福祉部長  
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